
学校番号 ３０１ 

平成 31 年度 芸術[音楽] 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版「高校生の音楽Ⅲ」 （音楽の友社出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

難しいと思わないでください。少し視点を変えるだけで、新しい音と出会えます。世界中のどの国

にも、素晴らしい音楽文化があります。表現様式が違っても、美しく感じる心は同じです。 

学校生活最後の音楽です。皆さんが、今後生涯にわたり、音楽とよりよい関係を結び続けられるた

めの、時間にしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の諸活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情と音楽文化を尊重する態度を育てるとと

もに、感性を磨き、個性豊かな音楽の能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽活動の喜びを味

わい、音楽や音楽文化

を総合的に理解しよ

うとし、、歌唱・器楽・

創作・鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽の表現内容を、総

合的に理解する。鑑賞

時も各諸要素をりか

いして、鑑賞する。 

楽曲の表現内容や表

現形態を総合的に理

解し、表現上の効果

をいかし、表現意図

を持って創造的に演

奏する。 

音楽の構造上の特徴

と美しさとのかかわ

りや、現代のわが国

や障害国の音楽の特

徴、他の技術や文化

とのかかわり、社会

における音楽や、音

楽の係る人々の役割

を理解する。 

評
価
方
法 

演奏の聴取 

レポート 

演奏の聴取 

レポート 

演奏の聴取 

提出作品 

文楽体験レポート 

芸術鑑賞レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

歌
唱
・合
唱 

・読譜から音楽を読む（スコア

リーディング） 

・歌唱における美しい発音 

日本歌曲 

イタリア歌曲 

○ ○ ○  aｂ:楽曲の表現内容を、総合的

に理解しようとしている。 

ｃ:様々な表現形態による歌唱

の特徴を理解し、表現上の効

果を生かして歌う。 

演奏聴取 

レポート 

１
学
期 

鑑
賞 

 オペラ・ミュージカル 

 バレー 

 管弦楽 

 民族音楽 

  ○ ○ a:音楽の構造上の特徴と美し

さとかかわりを理解して鑑

賞する。 

b:異文化における音楽の特徴

とスタイルを理解する。 

c:音楽と他の芸術や文化との

かかわりを理解して鑑賞す

る。 

d:生活及び社会における音楽

や音楽にかかわる人々の役

割を理解して鑑賞する。 

レポート 

２
学
期 

歌
唱
・合
唱 

・楽譜から音楽を読む（スコア

リーディング） 

・歌唱における美しい発音 

 諸外国の歌 

・音楽の形態差異による演奏

上の比較分析  

 ○ ○ ○ aｂ:楽曲の表現内容を、総合的

に理解しようとしている。 

ｃd:様々な表現形態による歌

唱の特徴を理解し、表現上の効

果を生かして歌う。 

 

演奏聴取 

２
学
期 

鑑
賞 

・音楽の形態差異による演奏

上の比較分析 

・日本伝統文化と諸外国の文

化の比較分析 

 ○ ○ ○ a:日本伝統文化と諸外国の文

化を比較検討する。 

b:差異を具体的にできる。 

c:他の文化との係りを理解す

る。 

d: 生活及び社会における音楽

や音楽にかかわる人々の役割

を理解して鑑賞する。 

レポート 

３
学
期 

歌
唱 

・校歌 

・卒業生の歌 

 ○ ○ ○ a:楽曲の表現内容を、総合的に

理解しようとしている。 

b:様々な表現形態による歌唱

の特徴を理解し、表現上の

効果を生かして歌う。 

cd:個性豊かな歌声で、3 年間

を表現する。 

演奏聴取 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫思考 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 


